
戸 田 市 教 育 委 員 会
教育長 戸ヶ﨑 勤

令和2年7月７日（火）

戸ヶ﨑 Facebook

戸田市の教育改革のコンセプト

「AIでは代替できない能力」と「AIを活用できる能力」つまり、
21世紀型スキル、汎用的スキル、非認知スキル を育成する

産官学と連携した知のリソースの活用。それも、ファーストペンギンを目指す
ことで、安価で効率的に、最先端の質の高い教育が提供されるはず

産教育は国家百年の計、教育の成果は短期間では測れない、教育に数字は馴染
まない、定量化することは序列化を招く → いつまでもこれでよいか

優れた教師の経験や勘、匠の指導技術を、言語化・可視化・定量化し、若手に効率
的・効果的に伝承していくべき。教師の個人プレーにだけに頼らない教育への転換
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戸田市が多くの産官学と連携できているわけは

（１）真の協働者に
〇教委や学校が、受益者に陥らず、自律的な教育意志をもつ

（２）EBPMによる効果検証ができる基盤づくり
○埼玉県学力学習状況調査（IRT、Panel Data）による「学力の伸び」

の把握
○戸田市独自の教職員を対象にした「指導方法等に関する質問紙

調査」等のタグ付け
→どのような教師の指導方法が成果を上げたのか

どのような資質能力を備えた教師が成果を上げたのか
（３）学校や教室を実証の場（Class Lab）として提供し、成果を還元
（４）積極的な情報発信

○情報は発信するところに集まる 企業が企業を呼ぶ
教育委員会、各学校、校長会、教育長のfacebook
教育委員会事務局、教育委員、学校管理職がSNSでの繋がり

○警察の犯罪捜査では、従来は捜査員の経験に基づく職人的な勘を
駆使して犯人を推定・浮上させ特定してきたが、近年は、より効
率的で合理的な捜査等を推進するため、捜査員の経験則や勘だけ
でなく、物理・化学・医学・生物学など科学的見地に基づく検証
や捜査手法が行われている

○医師（教師）が血液検査等（多面的な学びの過程や結果）を客観
的データの一つとして参考にし、専門的な診察（指導）が行える
仕組みづくりが必要

○とは言っても、教育におけるデータは、それが成果のある一部の
みを定量化しているに過ぎないので、専門家である教師は、あく
までも参考値として解釈し指導を行うことが大切

○教育の最前線は教室の授業である。教師の職務は専門性が高いか
らこそ、改善策は、日々の授業実践の中に、また、教師同士の密
な議論（ピアレビュー）の中に存在する

エビデンスベースによる教育施策の推進
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特別支援教育の実践に係る共同研究
（(株) LITALICO）

ICTソフトを活用したR-PDCAモデル
（(株) ベネッセ）

学級風土の非認知能力への影響の研究
（筑波大学）

非認知能力と学力、SES等との関係
（慶應義塾大学等）

戸田市におけるEBPM (Evidence-based Policy Making) の推進

質的研究

量的研究

実態
把握

理論的
一般化

戸田市のEBPM取組マップ
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PDCAサイクルの確立

戸田市におけるEBPMの考え方

① PDCAサイクルの確立

② 授業改善に係る知見の一般化・規準化

③ 教育改革の新たな視点の発見

３つの目的別アプローチ

目的…「経験と勘と気合い」(3K)による教育実践や施策立案から脱却し、
エビデンスに基づく効果的・効率的な教育改革を推進すること

(1)実態把握：調査結果等のデータを活用することで課題や実態を
把握・分析し、PDCAサイクルにつなげる（→①）

(2)理論的一般化：実際の教育実践の事例を研究することで、優れ
た指導法等に関する知見の積み上げ（→②）や教育改革への新
たな視点の発見（→③）につなげる

※横軸に研究の目的に関するアプローチ（実態把握と理論的一般化）、縦軸に手法に関するアプローチ
（質的研究と量的研究）をとり、現行の取組を配置

質的研究

量的研究
統計データの分析による相関関係
の発見等の統計的・実証的な研究

実践事例やアンケート、インタ
ビューの分析等の定性的な研究

全体方針
…量的研究と質的研
究の双方を重視し、
目的に合わせ相互補
完的に活用する

相互補完

※「量的研究」と「質的研究」は戸田市における造語で、実証研究と非実証研究にほぼ該当するイメージである。

教育委員会、学校、教師の３者それぞれについて、各種調査等に基づく
フィードバックを行い、取組の成果や現状の立ち位置を把握することに
よって、課題発見と取組の改善につなげるPCDAサイクルを構築する。

授業改善等のための重要なポイントを一般化・規準化する。（言い換え
れば、ベテラン教師の経験や優れた勘、匠の技（指導技術）などを可視
化・言語化・定理化する。）これによる規準を教員の日常的な授業改善の
参考にしたり、授業の自己・他者評価のツールとして活用したりすること
で、知見を見える化し、学校や世代を超えて積み上げる。

教育委員会レベル 各施策について成果指標を定め、市全体に関する
データをもとに、教育施策の改善に役立てる。

学校レベル 各種調査の学校ごとのデータを学校にフィードバッ
クし、学級経営や学校運営、学力向上策に役立てる。

教師レベル 埼玉県学力調査等によるクラス全体の伸びを教師に
フィードバックし、日々の授業改善に役立てる。

非認知能力の学力への影響、アクティブ・ラーニングの有用性、リー
ディング・スキルへの課題発見など、様々な共同研究の成果やそのプロセ
スにおいて発見された、今後の教育改革に対する新たな気づきをさらに掘
り下げて、新たな研究材料とする。

（取組例）
○リーディング・スキルの視点からの授業改善…国立情報学研究所等のリーディン

グ・スキル・テストによる子供の読解力への課題発見を契機に、当該テストの視
点を取り入れた授業改善の手法を各学校での実践に基づき研究。

○特別支援の視点からの授業改善…企業と連携し、ユニバーサルデザインに基づく
学級経営とその成果検証を行うことによって今後の全体の授業改善に役立てる。

（取組例）
○「指導用ルーブリック」…アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善のため、
６つの授業に対する延べ100人以上による評価表をベースに重点事項をまとめた指
導用ルーブリックを本市独自に作成。これを研究授業や校内研修において活用。

○グッドプラクティスの共有…県の学力調査のデータから、特に学力を伸ばしてい
る教師を複数選出し、授業での心がけ等について聞き取り、ポイントを整理・共有。

理解度、信頼度を定量化するなど、「教室を
科学する」ための様々なトライアル
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教育経済学

数理統計

データ・サイエンス

学校

学校

学校

県教委

「教育政策シンクタンク」構想

体 制

設置趣旨

戸田市の教育行政におけるEBPM（Evidence-based Policy Making）の推進の核とするため、これを専門的に担う人材から成る

「教育政策シンクタンク」を立ち上げ、より効果的・効率的な教育政策の企画立案を行うとともに、市民への説明責任を果たす。

主導性

機動性

実効性

教育政策全体のEBPMに関する構想の企画と実行を主導することができる。また、個々の研究者等
との共同研究においても、本市にとってより効果的な形での連携を行うことができる。

教育委員会
内部における
基本的な
調査分析機能

外部研究者等との共同研究は一大プロジェクトとして行われることが多いが、自前の調査研究では、
小さな規模のものも含め、より日常的に、機動的に行うことができる。

本市における教育課題や個々の教育施策に直接結びつけた形での調査分析を行えるため、分析結果
によるエビデンスをより実効的に教育施策に活かすことができる。

EBPM
推進担当
チーム

（教育行政プロ
採用職員 等）
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各施策

設置意義

☞ 体制の３つのポイント

○教育委員会内部のEBPM推進担当チーム
EBPMは担当チームが専属的に行うものではなく、教育委

員会が所管するすべての学校教育施策の基本的な考え方とし
て浸透し、教育委員会及び学校の職員全員によって実行され
るものであり、EBPM担当チームがその推進役及びとりまと
め役としての立場を担う。EBPM担当チームは、事務職（教
育枠）を含める教育改革の政策担当の職員が兼務する。

○外部アドバイザーとの連携
産官学からEBPMの政策立案に優れた外部有識者を委嘱し、

日常的なアドバイザーとして教育政策シンクタンクのメン
バーとなっていただく。また、必要に応じて外部有識者によ
るアドバイザリーボードを設置する。

○産官学の外部機関等との連携
専門性の高い研究や規模の大きな研究等については、外部

の知のリソースを積極的に活用し、産官学の外部機関との連
携を行う。その際には、調査分析のデザインの調整について
主体性を持って調整する。

戸田市
教育委員会

文科省

国 研

取組例

・教育活動の多様な成果を多角的に分析するとともに、数値化できるデータ・調査結果のみならず、数値化が難しいものも含め、
現場感覚をもって的確に状況を把握する。

・データの標準化や一元化（ワンソース・ワンマスタ）と二次利用促進（オープンデータ化）
・データの集約・提供体制等に関する改革の推進

etc.

大学・
研究機関

企業・
ＮＰＯ

教育工学

教育委員会
ロイヤー

個人情報保護

医療工学

社会学

戸田市リーディング・スキル （基礎的な読む力）育成プラン
～すべての児童生徒が教科書を読めるようになるために～

リーディング・スキル：未知のテキストを読み、未知の概念と自分の知識とを理論的に結びつけながら理解していく力

・「正解を当てる力」を付けるだけの学校教育からの脱却
・「ＡＩでは代替することができない能力」の育成
・ＡＩには難しいと言われる「意味がわかって考える力」の育成

人工知能（ＡＩ）が様々な職業を代替していく時代に向かうために

授業改善

国立情報学研究所１ 戸田市教育委員会共同研究

Ｒ

○リーディング・スキル・テストの実施（市内全小６生及び全中学生・希望する学校の教員）

○リーディング・スキル・テスト結果の分析
●全国及び埼玉県学力・学習調査との相関について
●リーディング・スキルの高い児童生徒の学習状況等

○教員研修会の開催
●戸田市ＲＳ研究員による授業研究会
●戸田市立センター研究員ＲＳ部会における授業案づくり

（勤務時間後の自主的学習会）
●管理職や教員対象のＲＳ研修会の開催
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埼玉県学力・学習状況調査（数学）

ＲＳＴ６観点の評定（合計）

9
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教員の指導について

0.0

2.0

4.0

6.0

学習ルールの徹底 問題解決的な学び 主体的な学び 言語活動 調べ学習 教材研究 ICT活用 基礎的な学習

学習方略と教員の指導の相関関係
ルール 問題解決 主体的 言語活動 調べ学習 教材研究 ICT活用 基礎的

学習方略 ー △ ー ー ー ー ー ー

柔軟的方略 ー ー ー △ ー ー ー ー

プランニング方略 ー △ ー ー ー ー ー ー

作業方略 ー △ ー ▼ ー ー ー ー

人的リソース方略 ー ー ー ー ー ー ー ー

認知方略 ー ー ー ー ー ー ー ー

努力方略 ー △ ー ー ー ー ー ー

（注）推計式では生徒の学年と性別を制御している。図中の△は正で統計的に有意、▼は負で統計的に有意、－は統計的には有意ではない関係を示す。

（注）学習方略の使用尺度 ・柔軟的方略 = 学習の進め方を自分の状態に合わせて柔軟に変更していく方略
・プランニング方略 ＝ 計画的に学習に取り組もうとする方略
・作業方略 ＝ （ノートに書いたり、声に出したり）作業を中心として学習を進める方略
・人的リソース方略 ＝ 友人を利用して学習を進める方略
・認知的方略 ＝ 理解や精緻化、集中力と言った認知的な働きを重視して学習を進める方略
・努力調整方略 ＝ 「苦手」などの感情をコントロールして学習への動機を高める方略

（注）学習方略は、「心理測定尺度集IV」の「学習方略の使用尺度」（佐藤・新井（1998）による）を元にした質問票の項目から算出
学習方略：「情報を符号化し、課題遂行を助ける体系的なプラン」＝「学習のやり方」

エビデンスベースによる教育施策の推進～調査分析結果～

6
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慶應義塾大学 中室牧子研究室との共同研究 戸田市版AL指導用ルーブリッ
クの項目に沿って再設計する。

教員質問紙調査
教員の指導方法と学力の伸びとの相関
関係をダイレクトに分析・活用できる。
（Googleフォームにて実施）

エビデンスベースによる教育施策の推進～調査分析結果～

7



14

戸田型授業改善モデル（伸ばした教員のグッドプラクティスを共有）戸田型授業改善モデル（伸ばした教員のグッドプラクティスを共有）

児童生徒の伸びを調査

学級ごとに教科の学力の伸びを
グラフ化

伸ばしていた教員（36名）へアンケート

ALルーブリックに関連した聞き取り

管理職等・指導主事
による特に学力を伸
ばした先生方への聞
き取り

伸びている子が少ない学級

伸びている子が多い学級

11

民間企業によるデータ活用研修会民間企業によるデータ活用研修会

全国学力・学習状況調査データの活用

国語、算数・数学担当 教員研修会国語、算数・数学担当 教員研修会

（株）ベネッセコーポレーション
ＣＲＥＴ 研究員 高橋 諒 様

Ｓ－Ｐ表の
理解と活用

数や並びの
意味理解

8
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◆IGS株式会社等との共同研究◆IGS株式会社等との共同研究
目的：小中学校の児童生徒、および児童生徒の発達に影響を与える教師等の

コンピテンシーをはじめとした各種データを測定・収集・分析し
その結果を通して教育の質向上、教務高度化手法の確立に繋げる。

実証内容：
●教科別の成績と非認知能力（気質やコンピテンシー）に関係性はあるのか？

関係がある場合、教科毎に異なるのか？
●コンピテンシー向上のためには、どのような教育手法（またはイベント）が

効果的か？
など他複数

対象：
●市内小中学校のうち、希望する学校の４年生以上

→最終的に4,000名以上の児童生徒が参加

使用データ：
●埼玉県学力・学習状況調査の学力スコア
●ＡｉＧＲＯＷによるコンピテンシー測定結果

など他複数

◆IGS株式会社等との共同研究◆IGS株式会社等との共同研究

結果例①：
教科別の成績と非認知能力（気質やコンピテンシー）に関係性はあるのか？
関係がある場合、教科毎に異なるのか？

学力とコンピテンシーの間に
一定の関係性が確認された。

結果例②：
コンピテンシー向上のためには、どのような教育手法（またはイベント）が
効果的か？

コンピテンシーの向上に
有効と思われる手法が

わかった。
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「新しい学びの様式」実現のために「新しい学びの様式」実現のために

指導・教材 学習 学習成果

◎学びに向かう姿勢は？
◎学びへの取り組み方は？
◎周囲とのかかわり方は？

学力テストの結果だけではなく…
◎何が身についているか？
◎どのような見方・考え方ができるか？

・学習の質を高める取組の検証が可能になり、根拠をもって
効果的な取組の展開ができる。

・児童生徒を見取るための客観的な参考数値が得られる。

○（株）
・教員研修、学校訪問における通級指導担当教員への指導
・保育所等訪問支援の導入

●ユニバーサルデザインに基づく学級経営、授業実践の共同研究
●教師によるペアレントトレーニングの学校導入の共同研究

●学校版「個別の指導計画」作成システム導入の共同研究
●スクールワイドＰＢＳ導入の共同研究

○獨協医科大学
・発達障害専門医による医療相談

○筑波大学
・通常の学級における特別支援教育の視点についての研究協力

○東京大学、東京学芸大学
・難聴言語通級指導教室入級指導委員診断委員への指導

○国立特別支援教育総合研究所
・多層指導モデルMIMの導入

特別支援教育における産官学連携

課題：科学的・専門的な知見に基づいた特別支援教育の推進

3Kから脱して、科学的・専門的な知見を導入する
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Society5.0時代に向けて「教室を科学する」

EBPMの推進

働き方改革

＋

学びの改革
学力調査の分析
力向上と活用

●全国学調や埼玉県学調
の学校と教師のパフォ
ーマンス分析、

・優れた指導法の発見
・SESや他調査等との相関

Class Lab Project
・「匠の技」可視化
●子供の発話量の可視化
・「集中力」可視化
・「睡眠力」と学び
（医療分野との連携）

学びの個別最適化

・学びの履歴の電子化
・授業のつまずき解析
●家庭学習を含めたAI

ドリル習熟度別学習

異年齢・
異学年集団の

個別協働型授業
・英語学習
・放課後の補習や学童保

育を含めたアフター
スクール授業

遠隔授業やXR
の活用

●香港日本人学校
●福島県西会津町
●教育フェスティバル

ハイテク機器の実証

●超高速プリンタ、
●校務支援システム

による効率・共有化
●デジタル教科書、

遠隔装置 など

School Lab    
Project

企業等の専門家によ
る教職員などの業務
のセンシングと分析

・文章や情報を正確に読み解き、対話する力
・科学的に思考・吟味し活用する力
・価値を見つけ生み出す感性と力、

好奇心、探究心 等の育成

ICT・コンテンツを
活用したA.L.の推進

●協働学習支援ツール
●多様なニーズへの支援
・ＢＹＯＤの活用

学びの場の越境
とPLD

・学習ログ等ビッグ
データの標準化

・学びのお薬手帳
・教育のOpen Data
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